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調査研究実績 

の概要○○○ 

ネットワーク上の全ての端末に同じ情報を送信する放送型情報配送方式は，無線LAN端末

を用いたアドホックネットワーク等で使われている．一般的な放送型情報配送方式では，情報

パケットを受信した全ての端末が通信可能な範囲へ中継転送を行う"フラッディング"と呼ばれ

る手法が用いられている．本研究では，感染症モデルを用いて，確率的に転送を行う確率的フ

ラッディングにおける情報の到達率に関して前年度までに構築したモデルに，無線LAN等で利

用されている情報パケットの衝突を回避するためのランダム・バックオフ遅延を考慮した状況へ

の拡張を図り，その精度を計算機シミュレーションにより評価した． 

感染症モデルの1つであるSIRモデルでは，人口は未感染（状態S），感染中（状態I），免疫保

持（状態R）に分類される．時刻t における各状態の人数を ( )S t ， ( )I t ， ( )R t とすれば，これら

に関する微分方程式を解くことによって，各々の時間推移を知ることができる．ブロードキャスト

通信における端末状態を，未受信（状態S），中継中（状態I），受信済（状態R）に分類すれば，

SIRモデルと対応付けることができる．ネ

ットワーク内の端末密度を ，転送確率

を p，第t ホップで中継端末の存在する
伝播面積を ( )A t とする．このとき，端末

の状態遷移は図1のようになり，差分方
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が成り立つ．全端末数をN とし，初期状態

を  (0) 1S N ， (0) 1I ， (0) 0R とす

る．1辺Lの正方形をネットワーク範囲と 
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図1．SIRモデルに基づく端末状態遷移 

次頁に続く 



調査研究実績 

の概要○○○ 

し各端末の送信距離を1とす

る．情報発信端末を範囲の中央

に配置し，残りの 1N 個の端

末をランダムに配置する．パケッ

トが環状に伝搬すると仮定し，

状態I端末が存在する環と正方

形の重なりとして伝播面積 ( )A t

を求める．この際には，環状で

の伝搬を想定し，端末密度 お

よび転送確率 pにより定義され

る関数を用いた基準距離の概念

を導入する．さらに，前年度まで

は除外していたランダム・バック

オフ遅延を考慮た上で，計算機

シミュレーションを行い，構築し

た差分方程式によるモデルに含

まれるパラメータの補正を行っ

た． 

端末数を 1,000N  （端末密

度 2.0  ）とした場合と，端末

数を 2,000N  （端末密度

5.0  ）とした場合に対する情

報の到達率（状態IおよびR端末

の割合)を図2に示す．従来のモ

デルでは，十分な精度を得るこ

とができないが，補正をかけた

モデルでは，計算機シミュレーシ

ョンによる結果と翌一致している

ことは明らかである． 

今回は，情報の到達率をホップ数の関数として評価したが，時間の関数として評価すること

により，より現実的なものとなる．また，今回用いた補正法により，十分な精度を得ることがで

きる適応領域を調査することも必要である．これらの課題に関しては，次年度以降に引き続き

検討を行う． 
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(a) 端末数 1,000N  （端末密度 2.5  ） 

 

(b)  端末数 2,000N  （端末密度 5.0  ） 

図2．状態R端末割合の推移 


